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　ワクチン接種の加速や経済政策、7月23日開
催の東京五輪で日本株が再注目されよう。日本の
ワクチン1回目接種率は20.1％(6/24時点)、1
ヵ月間で約15％ポイント上昇した。高齢者接種
率は56.4％になり、政府は7月中に完了させる
見通し。コロナに対する恐怖が大きく後退し、セ
ンチメント改善や経済制限の緩和に繋がろう。
　経済政策は20年度第3次補正予算でGoTo キャ
ンペーン予算が1兆円、さらに今年度予算の予備
費は5兆円。秋には総選挙が予定され、景気刺激
策は採られやすい。また、家計の資金余剰額はコ
ロナ禍の20年度に30.9兆円増加した。1家計当
たりでは約58万円の増加となる。
　米金融政策の動きが注目される。FRB高官の中
でも政策の意見が分かれており、当面市場では
様々な思惑が交錯しよう。ただ、8月26日のジ
ャクソンホール会合等で金融政策正常化に向けた
スケジュール感が定まれば、市場はそれを織り込
み冷静な対応がとられよう。 (6/28 田部井)

ワクチン接種の加速や経済政策などで上昇相場へ

6月の銘柄・業種別騰落率（5/31→6/23）米国の金融政策を織り込んだ冷静な対応に期待
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◇今期予想営業利益がコロナウイルスの感染拡大直前からのピークを上回る企業
（選択条件）
・TOPIX1000指数採用銘柄。今期予想営業利益が直近実績3期のピークを上回る(黒字のみ)、同営業利益伸び率5％以上、経
常利益伸び率3％以上、PER25倍以下、配当利回り1％以上。20年1月以降の安値からその後の高値までの上昇率が200％
未満。26週、52週株価移動平均線が上昇中、株価の上方カイ離が各0％超、0％超～28％。売買代金25日平均1.8億円以
上、時価総額500億円以上。

予想営業利益・直近3期ピーク超え銘柄
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Ⅰ デジタル基盤技術は相互利用によって進展する

デジタル技術を用い、活躍する企業特　集

　デジタル基盤技術は相互に利用されつつ商業化が進んでいる。
　AIを進展させたコアの部品は半導体。17年に米国の半導体メーカーのエヌビディアが開発したディー
プラーニング用GPU(画像処理用半導体)が更に高性能の計算を可能にした。
　IoTはセンサーが必須。通信の規格は統一されていないが、村田製作所(6981)やTDK(6762)などは
センサー大手。

　IoTは大量のデータを収集した後の分析が重
要。膨大な情報を収集するには5Gの利用が理
想であり、データ分析には最適化を導くAIを利
用したい。
　データはクラウド化されるとセキュリティの
重要性が増す。このように、デジタル基盤技術
は相互利用されることで、よりよいサービスが
提供される。
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Ⅲ サービスで事業を拡大させている企業

Ⅱ テーマは拡大中

　IoTを全面に出した活用事例としては
コマツ(6301)の稼働管理システム
｢KOMTRAX(コムトラックス)」が有名。
日本特殊陶業(5334)は車オーナーと整
備工業をIoTでつなぐなど、サービスに
拡がりが出ている。
　デジタル技術を利用したサービスはフ
ィンテック、フードテックと順次広がり
を見せている。(図表2)の他にもデジタ
ル基盤技術の組み合わせで効率化を追求
するものには、プロップテック(不動産×
IT)、エドテック(教育×IT)などもある。

（高橋）
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市場波乱も堅調持続
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7月の
スケジュール
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インフレ見通しと金融政策の変化に注目


